
















要約:富山スタディでは成人病の第一次予防の視点からライフスタイルの改善という手法

によるインターベンションの実行可能性や有効性を探る。従って,学齢期の小児全員を対

象に,学校を場とした教師とその協力者による健康教育を中心とする。また,医化学検査を

中心とした健診を健康教育の一環とし,プログラム評価の指標とする。さらに,健康教育を

効果的にするため,学校における健康教育をメインプログラムとし,保護者を対象とした健

康教育,地域社会を対象とした広報活動,行政による保健サービスの改善などを加える。こ

れらのプログラムはパイロットスタディによる試行,分析,評価を行ったのち総合的な地域

プログラムヘの普遍化を試みる。


